
東
南
海
a

荷
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
』
案

新
回
対
照
表

O
東
南
海
・
南
海
地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
(
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
)

改

正

案

に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置

法

(
目
的
)

に
よ
る
災
害
が

第

条

こ
の
法
律
は
、

が
あ
る
こ
と
に

J夕、:
の

フ

H震
に
よ
る
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、
身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、

っ
て
、

お
ト
ラ
フ
叫
粛
に
係
る
地
震
妨
災
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
日

的
と
す
る
。

(
定
義
)

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

，-
'fT 

現

-
南
主
的
-E
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法

(
目
的
)

第
一
条

こ
の
法
律
は
、

J
震
に
よ
る
災
害
か
ら
国
民
の
生
命
、

身
体
及
び
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、

を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、

側
副
地
震
防
災
対
策
の
推
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

(
定
義
)



第

条

ト
ラ
フ
」
と
は

」
作
詞
カ
ら
遠
州
叫

子

」

を
し
v

フ

21 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「

」
と
は
、

i
糊
ト
ラ
フ
見

d

そ

の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
地
殻
の
境
界
を
震
源
・
と
す
る
大
規
模
な
地
震
を
い

つ。
。0

・A
性

(
略
)

( 

の
指
定
等
)

第

条

内
閣
総
理
大
使
は
、
南

別
発
生
し
た
場
合
に
著
し
い

地
震
災
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
地
震
防
災
対
策
を
推
進
す
る
必

裂
が
あ
る
地
域
を
、

(
以
下
「
推
進

地
域
」
と
い
う
。
)
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

内
閣
総

可
る
に
当
た

2 

も

倒
を
本日

て
行
う
も
ロ
と

る

31 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
矧
寸
嘆
の
規
定
に
よ
る
推
進
地
域
の
指
定
を
し
よ
う

と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
中
央
防
災
会
議
に
裕
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

し、

第

条

(
新
設
)

CIi 

こ
の
法
律
に
お
い
て
「

網
野

そ
の
周
辺
の
地
域
に
お
け
る
地
殻
の
境
界
を
震
源
と
す
る
大
規
模
な
地
震
を

ぃ・
7
0

り
ん

-
q
A
V

(
絡
)

( 

の
指
定
等
)

第

条

内
閣
総
理
大
臣
は
、

州
発
生
し
た
場
合
に
著
し

い
地
震
災
害
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
地
震
防
災
対
策
を
推
進
す
る

必
要
が
あ
る
地
域
を
、

(
以
下
「
機

進
地
域
」
と
い
う
。
)
と
し
て
指
定
す
る
も
の
と
す
る
。

(
新
設
)

21 

内
閣
総
理
大
臣
は
、
嗣
嘱
の
規
定
に
よ
る
推
進
地
域
の
指
定
を
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
中
央
防
災
会
議
に
諮
問
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



4
1
'
6
 

(
略
)

(
削
除
)

(
基
本
計
画
)

矧
叫
斜

中
央
防
災
会
議
は
、
制
斜
規
寸
或
の
規
定
に
よ
る
推
進
地
域
の
指
定

(
以
下
「
基

本
計
画
」
と
い
う
。
)
を
作
成
し
、
及
び
そ
の
実
施
を
推
進
し
な
け
れ
ば
な
ら

と、。

J
'

一'ν

2 

、
国
の

同
ピ
係
る
地
震
防

災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
方
針
及

つ
u
t，F
D

(
賂
)

を
受
け

よ
る

る
こ
と
と
お
っ
対
と
き
ば

lむ
よ

る

」
と
あ
る
の

l
、

る

(
基
本
計
画
)

斜
到
斜

J

の
規
定
に
よ
る
推
進
地
域
の
指

中
央
防
災
会
議
は
、

以

定
が
あ
っ
た
と
き
は
、

下
「
基
本
計
画
」
と
い
う
。
)
を
作
成
し
、
及
び
そ
の
実
施
を
推
進
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

基
本
計
画
は
、
国
の

に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進

2 
に
関
す
る
基
本
的
方
針
、

対
策
基
本
法

第
二
条
第
九
号
に



-
E青
函
(
災
害
対
策
基
本

法
第
二
条
第
九
号
に
規
定
す
る
防
災
業
務
計
岡
、
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る

る地
域
紡
災
計
画
又
は
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
(
昭
和
五
十
年
法

律
第
八
十
四
号
)
第
三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等

防
災
計
画
の
う
ち
、
次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
部

分
を
い
い
、
以
下
「
推
進
計
岡
」
と
い
う
。
)
及
び

~I 
主

創
刊
画
(
第
七
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
者
が

吋
伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
し
作
成
す
る
計
画

を
い
い
、
以
下
「
対
策
計
厨
」
と
い
う
。
)

の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項
そ
の
他

推
進
地
域
に
お
け
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て

定
め
る
も
の
と
す
る
。

る

3 

刷
聞
と
し
て

当
該
地
熱
川
町

る

て
l割

4 

中

に
当
た
つ1手

る
こ
と
が
で
き
る

る

5 

山

規
定
す
る
防
災
業
務
計
画
、
同
条
第
十
号
に
規
定
す
る
地
域
防
災
計
傾
又
は

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
九
昭
和
五
十
年
法
律
第
八
十
閲
号
)
第

三
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
の
う
ち
、

次
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
部
分
を
い
い
、
以
下
「
推

進
計
闘
」
と
い
う
。
)
及
び

(
第
七
条
第

一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
者
が

民
伴
い
発
生
す
る

津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
し
作
成
す
る
計
画
を
い
い
、
以
下
「
対

策
計
画
」
と
い
う
。
)

の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項
そ
の
他
推
進
地
域
に
お
け
る

地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
重
要
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

る
(
新
設
)

(
新
設
)

(
新
設
)



七j

た
も
の
で
な
け

と

ば
な
ら
な
い

61 

(
略
)

(
推
進
計
画
)

剣
到
斜

31 

(
賂
)

(
推
進
計
画
)

第
一
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
推
進
地
域
の
指
定
が
あ
っ
た
と
き
一
矧
ベ
斜

は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
指
定
行
政
機
関
」
叫
司
一

関
」
と
い
う

成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
)
第
四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し

の
長
(
指
定
行
政
機
関
が
内
閣
府
設
置
法
(
平

く
は
国
家
行
政
組
織
法
(
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
)
第
三
条
第
二

項
の
委
員
会
又
は
災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
機
関
若
し

く
は
同
号
ニ
に
掲
げ
る
機
関
の
う
ち
合
議
制
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て

は
当
該
指
定
行
政
機
関
を
い
い
、
指
定
行
政
機
関
の
長
か
ら
事
務
の
委
任
が

あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
事
務
に
つ
い
て
は
当
該
委
任
を
受
け
た
同
条

以
下

第
四
号
に
規
定
す
る
指
定
地
方
行
政
機
関

社
川
パ
升
吋
叶
l

の
長
を
い
う
。
)
及
び
同
条
第
五
号
に
規
定
す
る
指
定
公
共
機
関

関
」
と
し
う

(
指
定
公
共
機
関
か
ら
委
任
さ
れ
た

業
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
委
任
を
受
け
た
同
条
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
地

方
公
共
機
関

関
」
と
し
う

)
は
同
条
第
九
号

に
規
定
す
る
防
災
業
務
計
画
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

関

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
推
進
地
域
の
指
定
が
あ
っ
た
と

き
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
指
定
行
政
機
関
の
長

(
指
定
行
政
機
関
が
内
閣
府
設
置
法
(
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
)
第

四
十
九
条
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
若
し
く
は
国
家
行
政
組
織
法
(
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
百
二
十
号
)
第
三
条
第
二
項
の
委
員
会
又
は
災
害
対
策
基
本

法
第
二
条
第
三
号
ロ
に
掲
げ
る
機
関
若
し
く
は
同
号
ニ
に
掲
げ
る
機
関
の
う

ち
合
議
制
の
も
の
で
あ
る
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
指
定
行
政
機
関
を
い
い
、

指
定
行
政
機
関
の
長
か
ら
事
務
の
委
任
が
あ
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
当
該
事

務
に
つ
い
て
は
当
該
委
任
を
受
け
た
同
条
第
凶
号
に
規
定
す
る
指
定
地
方
行

政
機
関
の
長
を
い
う
。
)
及
び
閑
条
第
五
号
に
規
定
す
る
指
定
公
共
機
関
(
指

定
公
共
機
関
か
ら
委
任
さ
れ
た
業
務
に
つ
い
て
は
、
当
該
委
任
を
受
け
た
同

条
第
六
号
に
規
定
す
る
指
定
地
方
公
共
機
関
)

は
同
条
第
九
号
に
規
定
す
る

防
災
業
務
計
画
に
お
い
て
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

五



に
関
し
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
で
政

令
で
定
め
る
も
の
の
整
備
に
関
す
る
事
項

ι
μ
r
b
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
紡
議

助
に
関
す
る
事
項

四
2 

前
項
に
規
定
す
る
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
二
十
一

条
に
規
定
す
る
地
方
防
災
会
議
等
(
市
町
村
防
災
会
議
を
設
置
し
な
い
市
町

村
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
市
町
村
長
)

は
河
法
第
二
条
第
十
号
に
規

定
す
る
地
域
防
災
計
画
に
お
い
て
、

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
第

二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
本
部
及
び
同
法

第
一
一
一
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
本
部
の
協
議
会
は
同
法
第
三
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
に
お
い
て
、
前
項
各
号

ム

ノ、

消
防
用
施
設
そ
の
他

に
関
し

地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
で
政
令
で
定
め
る
も
の
の
整
備

に
関
す
る
事
項

に
M
山
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
防
護
刻
叶
刊
湖
刻

関 組
矧
叫
樹
側
に
関
す
る
事
項
刻

向
る
も
似

策
州
出
関

(
新
設
)

(
新
設
)

(
新
設
)

2 

前
項
に
規
定
す
る
指
定
が
あ
っ
た
と
き
は
、
災
害
対
策
基
本
法
第
二
十
一

条
に
規
定
す
る
地
方
防
災
会
議
等
(
市
町
村
防
災
会
議
を
設
置
し
な
い
市
町

村
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
市
町
村
長
)

は
同
法
第
二
条
第
十
号
に
規

石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
災
害
防
止
法
第

二
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
紡
災
本
部
及
び
同
法

定
す
る
地
域
防
災
計
闘
に
お
い
て
、

第
一
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
防
災
本
部
の
協
議
会
は
同
法
第
三
十
一
条
第

一
項
に
規
定
す
る
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
等
防
災
計
画
に
お
い
て
、
前
項
各
号



に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
似

〕
口
に
お

い
て
、

ホ
に
あ

山
町
る
こ
と
が
で
き
る

第

郊
と
し
て
、

3 
的
な
目
標
及

4
 

る

(
賂
)

各

る

(
対
策
計
画
)

推
進
地
域
内
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
施
設
又
は
事
業
で
政
令
で
定
め

る
も
の
を
管
理
し
、
又
は
運
営
す
る
こ
と
と
な
る
者
(
矧

第
七
条

規

定
す
る
者
を
除
き
、

防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
基
本
計
画
で
定
め
る
者
に
限
る
。
)
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
当
該
施
設
又
は
事
業
ご
と
に
、
対
策
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば

に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
新
設
)

31 

(
賂
)

(
新
設
)

(
対
策
計
画
)

第
七
条

推
進
地
域
内
に
お
い
て
次
に
掲
げ
る
施
設
又
は
事
業
で
政
令
で
定
め

又
は
運
営
す
る
こ
と
と
な
る
者
説
斜
観
寸
胡
に
規
定

る
も
の
を
管
理
し
、

す
る
者
を
除
き
、

h
d慣
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震

防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て
基
本
計
画
で
定
め
る
者
に
限
る
。
)
は
、
あ

ら
か
じ
め
、
当
該
施
設
又
は
事
業
ご
と
に
、
対
策
計
画
を
作
成
し
な
け
れ
ば

七



な
ら
な
い
。

四

(
絡
)

2 

第
二
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
当
該
推
進
地
級

内
に
お
い
て
前
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
又
は
事
業
を
現
に
管
理
し
、

運
営
し
て
い
る
者
(

に
規
定
す
る
者
を
除
き
、
南
湖
川
升
オ

縦
割
問
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
念
講
ず
べ
き
者
と
し
て

基
本
計
画
で
定
め
る
者
に
限
る
。
)
は
、
当
該
指
定
が
あ
っ
た
日
か
ら
六
月
以

内

ι、
対
策
計
闘
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 

(
略
)

4 

対
策
計
画
は
、
当
該
施
設
又
は
事
業
に
つ
い
て
の
嗣

い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
政
令

で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

5
1
8
 
(
賂
)

(
対
策
計
画
の
特
例
)

第
八
条

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
者
が
、
次
に
掲
げ
る
計
画
又

は
規
程
に
お
い
て
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、
開
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め

る
施
設
又
は
事
業
に
開
閉
し
問
問
条
第
四
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た

と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
部
分
(
次
項
に
お
い
て
「
掛
減
叶
升

附
刈

い
と
い
う
。
)
は
、
当
該
施
設
又
は
事
業
に
係
る
対
策
計
画

と
み
な
し
て
こ
の
法
律
を
適
用
す
る
。

又
は

ヂ
」
出
十

t

{

 

J¥ 

な
ら
な
い
。

凶

〈
略
)

2 

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
推
進
地
域
の
指
定
の
際
、
当
該
推
進
地
域

内
に
お
い
て
前
項
の
政
令
で
定
め
る
施
設
又
は
事
業
を
現
に
管
理
し
、

運
営
し
て
い
る
者
(
制
斜
嬬
斗
司
に
規
定
す
る
者
を
除
き
、

組
制
問
に
伴
い
発
生
す
る
津
波
に
係
る
地
震
防
災
対
策
を
講
ず
べ
き
者
と
し
て

甘
脇
本
計
画
で
定
め
る
者
に
限
る
。
)
は
、
当
該
指
定
が
あ
っ
た
白
か
ら
六
月
以

内
に
、
対
策
計
繭
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

3 

(
賂
)

4 

対
策
計
画
は
、
当
該
施
設
又
は
事
業
に
つ
い
て
の

伴
い
発
生
す
る
津
波
か
ら
の
円
滑
な
避
難
の
確
保
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
政

令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す
る
。

5
'
3
8
 

(
絡
)

(
対
策
計
画
の
特
例
)

第
八
条

前
条
第
一
項
又
は
第
二
項
に
規
定
す
る
者
が
、
次
に
掲
げ
る
計
画
又

は
規
程
に
お
い
て
、
法
令
の
規
定
に
基
づ
き
、

問
条
第
一
項
の
政
令
で
定
め

る
施
設
又
は
事
業
に
関
し
同
条
第
凶
項
に
規
定
す
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
た

と
き
は
、
当
該
事
項
に
つ
い
て
定
め
た
部
分
(
次
項
に
お
い
て

「
嬬
酎
湖
バ

l

程
」
と
い
う
。
)
は
、
当
該
施
設
又
は
事
業
に
係
る
対
策
計

聞
と
み
な
し
て
こ
の
法
律
そ
適
用
す
る
。

又
は



大

る
も
の
を
合

(
絡
)

2 

こ
の

F

に
お
し
て
同
じ

わ
ら
ず
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
南

闘
の
写
し
を
市
町
村
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
南
も
ト
ラ
フ

程
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

関
川
川
長
、
関

2 

公

必
現
と
認
め
る
と
き
以
、

(
新
設
)

一
j

、，
l

、

一

J
ノ

(
路
)

2 

に
か
か
わ
ら
ず
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

、vuun

崩
附
刈
創
出
聞
の
写
し
を
市
町
村
長
に
送
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
剰
剖

そ
の
東

穏
を
変
更
し
た
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

(
新
設
)

九
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津
演
が
発

内
閣
総

る

2 3 

内
閣
総
副
大
臣
陪

-1銅

る
と
き
は
可
あ
ら
カ
じ
め
中

ば
な

よ
う
と

4 

内
閣
総

る
ど
き
は
、
制
ら
カ
じ
め
関
係

を
閥
均
な
け

l二E

ょ
う
左

が
ら
な
い

こ
同
町
場
合
に
料
い
て

1
関
係

る
と
き
は
プ
あ
ら
カ
じ
め
関
側

ば
な
ら
な
し

を
し

5 
だ
と
き
同

そ
の
闘
を
公
一
刻
し
な
け

国
な
ら
な
い

6 

氾
ー
附
ー
内
閣
総

る

(
新
設
)



掛
詞
寸

が
あ
っ
た
と

き
1;封

ト
ラ
フ

る
た
山
町

を
論
じ
な
け

l立1
な

ら
だ
し

た
だ
し

に
お
い
で
刈

く

り
に
際

が
あ
l
qた

第

る
こ
と
が
で
き
る

る

(
新
設
)

(
絞
殺
)



のす
る

に
係
る
国

を
川
判
、
第
引
対
案
の

る
4

も
の
を
AOB

の
適
用
を
受
吋
ょ
う
ど

転
、
が
必
要
と
認
め
ら

凶

あ
っ
て
、
高
吋

官
で
出
向
め
る
も
似

ω

を
図
る
た
め

そ
似
具

4
一的な

2 5 
目
嗣
聞
及
さ

3 

望号
る

則
と
じ
て
叫

る

係|

4 

7
H

州
側
る
も
倒
を
言

る
ぼ
治
、

0)1 



し

紛
ら

'
D
U山
町

内
防
総

る
と
き
l

ft 

ば
な
ら
な
し

7 

関
係

お
ら
カ
じ

6 

に
そ
の

8 
更
に|関

側
UT

内
閣

9 
総

臣
に
届
け
出
な
け

ー
な
ら
刺
し

F

に
お
し
て
同
じ

る
岡
倒
負
担
珂
i

国
似
負
担
曾
合
」

と
し
，
フ

カ

tJ 

る

(
新
設
)

H
U」

Hυ 



以潤筆Ir-J 3 2 

備 古?

国 必
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し 、と る

認 る た
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ば
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る|き
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甥 る
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引
も
の
に

る
こ
と
が
で
き
る

、
組
当
で
あ
る
と
認

と
認
め
ら

ザ
心
こ
ト
」

1

2

 

仇

N
J
u
b ι 

る
こを

(
新
設
)

ム

ノ、



疋
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
集
団

問
」
と
あ
る
の

I

に
関
連
し
て

障
が
必
要
と
認
め
ら

Y

手
幼
児
、

を
図
る
た

め
る
も
の
の
用
に

て
同
じ
J

の
」
と
、

と
あ
る
の
は

る

し

第l

年
第
吋
召
引
九
口

る
も
の
と

(
新
設
)

七



?
羽
村
宏
行
う
た

が
出
資

でtJ 

淵
と
す
る
こ
と
が
で
き
る

(
地
震
観
測
施
設
等
の
整
備
)

国
は
、

第
叶
刈
剖
澗

に
関
す
る
観
測
及
び
測
量
の
た
め
の
施

設
等
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

τ3 
し
て

ョ，
ι

M

1

、，
t

y

 

)¥ 

(
新
設
)

(
地
震
観
測
施
設
等
の
整
備
)

鎖
川
剃
瑚

国
は
、

に
関
す
る
観
測
及
び
測
量
の
た
め
の
施

設
等
の
整
備
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

(
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
等
)

剣
ゴ
叶
斜
関
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
推
進
地
紋
に
お
い
て
、
組
婚
姻
割
引
一
創
刊
斜

制

1
消
防
用
施
設
そ
の
他

搬
出
川
た
引
の

消
防
用
施
設
そ
の
他

関
し
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
等
に
努
め
な
け
れ
ば

(
地
震
防
災
上
緊
急
に
整
備
す
べ
き
簸
設
等
の
整
備
等
)

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
推
進
地
岐
に
お
い
て
、

に
関
し
地
震
防
災
上
緊
急
に

整
備
す
べ
き
施
設
等
の
整
備
等
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



な
ら
な
い
。

(
財
政
上
の
配
慮
等
)

観
寸
司

44

川
オ
オ
梢
粛
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
の
た
め
必
要
な
財
政
上
及
び
金

融
上
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

(
政
令
へ
の
委
任
)

矧
ゴ
刊
斗
斜

(
賂
)

別
表
(
第
十

調
調
川
凶
剣

そ

の
州
日
川
?

る
も
似

国
の
負
担
割
創
一

(
財
政
上
の
配
慮
等
)

主
粛
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
の
た

国
は
、

め
必
要
な
財
政
上
及
び
金
融
上
の
配
慮
を
す
る
も
の
と
す
る
。

創
刊
ゴ
須

(
政
令
へ
の
委
任
)

(
略
)

(
新
設
)

九



O
消
防
組
織
法
(
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
)
(
附
則
第
三
条
関
係
)

改

正

案

(
消
防
庁
の
任
務
及
び
所
挙
事
務
〉

第
凶
条

(
路
)

2 

消
防
庁
は
、
前
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か

さ
ど
る
。

十

(
路
)

ート

災
害
対
策
基
本
法
(
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
)
、
大

規
模
地
震
対
策
特
別
姶
震
法
〈
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
)
、
原
子

カ
災
害
対
策
特
別
措
置
法
(
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
)
、
岡
縄
付

十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
)
及
び
日
本
海
溝
・
千
鳥
海
溝
局
辺
海
溝
型
地

震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法
(
平
成
十
六
年

法
律
第
二
十
七
号
)
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
閏
と
地

方
公
共
団
体
及
び
地
方
公
共
団
体
加
相
互
間
の
連
絡
に
関
す
る
事
項

二
十
二

1
二
十
八

(
略
)

。

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

現

行

(
消
防
庁
の
任
務
及
び
所
挙
事
務
)

第
凶
条

(
路
)

2 

消
防
庁
は
、
前
項
の
任
務
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か

さ
ど
る
。

十

(
絡
)

十

災
害
対
策
基
本
法
(
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
)
、
大

規
模
地
震
対
策
特
別
機
置
法
(
昭
和
五
十
三
年
法
律
第
七
十
三
号
)
、
原
子

カ
災
害
対
策
特
別
措
置
法
(
平
成
十
一
年
法
律
第
百
五
十
六
号
)
、
刺
剖

成
十
凶
年
法
律
第
九
十
二
号
)
及
び
日
本
海
溝
・
千
島
海
溝
周
辺
海
溝
型

地
震
に
係
る
地
震
防
災
対
策
の
推
進
に
関
す
る
特
別
措
霞
法
(
平
成
十
六

年
法
律
第
二
十
七
号
)
に
基
づ
く
地
方
公
共
団
体
の
事
務
に
関
す
る
図
と

地
方
公
共
団
体
及
び
地
方
公
共
団
体
相
互
聞
の
連
絡
に
関
す
る
事
項

二
十
二

i
二
十
八

(
絡
)



O
内
閣
府
設
置
法
(
平
成
十
一
年
法
律
第
八
十
九
号
)
(
附
則
第
三
条
関
係
)

改

正

案

(
所
掌
事
務
)

第
四
条

(
路
)

2 

(
路
)

3 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
前
条
第
二
項
の
任
務
を
達

成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

了
、
}
十
四
の
二
の
三

(
略
)

十
四
の
三

刷
倒
閣
制
(
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
)
に
基
づ
く
地
震
防
災
対
策

に
関
す
る
こ
と
。

十
四
の
凶

l
六
十

(
路
)

(
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
)

現

/= 1T 

(
所
掌
事
務
)

第
四
条

(
路
)

2 

(
賂
)

3 

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
内
閣
府
は
、
前
条
第
二
項
の
任
務
を
達

成
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
つ
か
さ
ど
る
。

一
1
十
四
の
二
の
三

(
路
)

十
四
の
三

制
刷
端
閣
制
(
平
成
十
四
年
法
律
第
九
十
二
号
〉
に
基
づ
く
地
震
防
災
対
策

に
関
す
る
こ
と
。

十
凶
の
凶

i
六
十

(
路
)

る


